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本日の内容

１．自己紹介

２．日本学生航空連盟について

３．妻沼滑空場情報

４．飛行内容

５．その他
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１．自己紹介

１．氏 名：中村 暢宏（なかむら のぶひろ）

２．役 職：妻沼訓練所所長

３．略 歴：1972年（昭和47年）から妻沼滑空場で滑空活動
日本学生航空連盟 教育訓練部長
日本滑空協会 理事

３．連絡先： 事務局（東京） ０３－５５４０－７４４１
妻沼訓練所 ０４８－５８８－０６８７
携帯(中村） ０９０－５５８９－４２２９
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２．日本学生航空連盟

名 称 財団法人 日本学生航空連盟

所在地 東京都中央区築地五丁目３番２号

朝日新聞東京本社内

加 盟 校 ５９校（５７大学、１各種学校、１高校）

学 生 数 約７００人

活動内容 １９３０年創立、大学の課外活動として

当初は飛行機で活動、５年後に滑空機に
よる活動が開始された。
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活動拠点

関東地区：埼玉県熊谷市 妻沼滑空場

東海地区：岐阜県 木曽川滑空場

大野滑空場

関西地区： 福井空港

九州地区：大分県 久住滑空場

大分県 県央空港

熊本県 白川滑空場
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３．妻沼滑空場情報

３－１．管 理 者 （財）日本学生航空連盟

３－２．連 絡 先 東京都中央区築地 ５－３－２

朝日新聞東京本社内

３－３．航空無線局 呼出名称：めぬまフライトサービス

周波数 ：１３０.５ＭＨｚ

３－４．開 設 1963年妻沼第一滑空場開設、

1970年妻沼第二滑走路開設、

３－５．所 在 地 埼玉県熊谷市葛和田・俵瀬地先

（利根川右岸河川敷）

３－６．緯度・経度 北緯36°12’41” 東経139°25’08”
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６．緯度・経度 北緯36°12’41” 東経139°25’08”
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妻沼滑空場 場周経路



財団法人 日本学生航空連盟

３．妻沼滑空場情報

３－７．飛行内容：１８６６９回（２００９年実績）

・ウインチ曳航・航空機曳航

・操縦練習許可書による操縦練習

・クロスカントリートレーニング

・異常姿勢からの回復（91条曲技申請）

・グライダー競技会

３－８．特徴：第一滑空場の長さ1500ｍ
第二滑空場の長さ1230m

３－９．訓練所：埼玉県熊谷市葛和田1975
TEL．048－588－0697、ＦＡＸ048－567－1082
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曳航方法

ウインチ曳航：曳航索（5mmの鋼索・超強

度ポリエチレン） を約300馬力エンジン
にドラムを付けて約100km/hの速さで

巻き取り高度を獲得する方法

航空機曳航：陸上単発機に約60mの

ナイロンロープで曳航する方法



財団法人 日本学生航空連盟

ウインチ曳航
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４．飛行内容（平日）

○平日の操縦練習飛行

空域：半径９Ｋｍ以内

高度：3,000ft以下（ＭＳＬ）
ただし、横田基地から
半径５４ｋｍ以内は
2,000ft以下（民間試験
訓練空域 ＫＫ４－３を
除く）

法60･92条但し書き申請
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４．飛行内容（祝祭日）

○祝祭日の操縦練習飛行

空域：半径９Ｋｍ以内
高度：5,000ft以下（ＭＳＬ）
ただし、横田基地から半
径５４ｋｍ以内は4,000ft
以下（民間試験訓練空
域 ＫＫ４－３を除く）

法60･92条但し書き申請
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2010年度グライダーの競技飛行

（１）第１４回 原田覚一郎杯 2010年８月１０日～１８日 Ｂ空域
（２）第１３回 東京六大学対抗グライダー競技会

2010年８月２０日～２８日 Ｂ空域
（３）競技会強化訓練期間2010年１２月４日～１０日 Ｂ空域
（４）第２６回 関東学生グライダー競技会

2010年１２月１７日～２３日 Ｂ空域
（５）第１５回 法政大学・立教大学対抗グライダー競技会

2011年２月１日～７日 Ｂ空域
（６）第５１回 全日本学生グライダー競技選手権大会

2011年３月６日～１３日 Ａ空域
（７）第４０回 早稲田大学・慶応義塾大学対抗グライダー競技会

2011年３月１５日～２１日 Ａ空域
（８）第３５回 中央大学・日本大学対抗グライダー競技会

2011年３月２２日～２７日 Ａ空域
（９）第４４回 名古屋大学・大阪大学対抗グライダー競技会

2011年３月３０日～４月２日 Ｂ空域
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競技飛行 Ａ空域
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競技飛行 Ｂ空域



財団法人 日本学生航空連盟

クロスカントリートレーニング飛行
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曲技及び異常姿勢からの回復飛行
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５．その他（滑空機は何をしているの？）

滑空機は、上昇気流が燃料です。そのため
に余り直線飛行はしません。太陽の日射で
温められた空気が上昇気流のトリガーとな
ります。そのために蓄熱のしやすい場所を
選定して飛行します。

滑空機は、対地的に滑空比の良い速度で
飛行します。気流の上下に合わせてクルー
ジングのとき４０～８０ノット位の範囲で速度
変化します。
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５．その他（滑空機に対する注意）

滑空場周辺では、特にウインチ曳航を実施してい
る滑空場上空は大変危険です。数十秒の曳航時
間で２０００ｆｔ（６００ｍ）の高度を獲得します。また、
上空からは曳航索の視認は非常に困難です。

滑空機の色はＦＲＰの機体が多くなり、樹脂を紫
外線から守るために白い色の機体が多い。

滑空場は多くの場合河川敷に有ります。視程の悪
いときは川沿いに飛行する航空機が多く有ります。
滑空機に注意！
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